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学習者用   デジタル教科書＋教材	 国語

使い方ガイド

●商標について
Microsoft，Windows，PowerPoint は，米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標または商標です。
iPad は，米国および他の国々で登録された Apple Inc. の商標です。Chromebook は，Google LLC の商標です。
その他記載の会社名，製品名は，それぞれの会社の商標もしくは登録商標です。
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画面の基本構成 ①

「いんさつ」と「ウインドウ」は，
iPad以外でお使いいただけます。

※注意事項※

目次画面 教科書画面

● 前後のページに移動し
ます。

● 紙面上をスワイプ操作
することでも，移動で
きます。

● クリックしたページが
表示されます。

 ⇒ 3 ページ

段落・場面表示
／書き込みシート

 ⇒ 5 ページ
どうぐ

 ⇒ 4 ページ
きく

 ⇒ 6 ページ
さしえ

 ⇒ 7 ページ～
まなぶ

 ⇒ 4 ページ
おおきく

 ⇒ 6 ページ
ほんぶん

 ⇒ 4 ページ
サポート

本棚へ
● クリックするとデジタル教科書等が並ぶ本

棚へ戻ります。※Windows版専用ブラウザ・iPad版専
用ブラウザのみ。

教材名をクリック（タップ）すると，教材名をクリック（タップ）すると，
教科書画面が表示されます。教科書画面が表示されます。

● 一つ前の状態に戻ります。
とりけす

●目次画面に戻ります。
もくじ

● 画像や各種ファイル，ウェブサイト
へのリンクを貼ることができます。

はる
● 入力したページを表示します。
ジャンプ

● 紙面をスクロール表示に切り替えます。
スクロール

● 画面を印刷します。
いんさつ

● 全画面／ウインドウ表示を 
切り替えます。

ウインドウ

おわる
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画面の基本構成 ②

二次元コード

● 各教材に対応したコンテンツを収録し
ています。⇒ 7 ページ～

まなぶ

● 画面内に二次元コードがある場合は，ク
リックすると，動画や資料を掲載した指
定の URL にアクセスします。
※端末がインターネットに接続されている場合のみ。

● 段落や場面番号の表
示・非表示を切り替え
ることができます。

段落・場面表示

● 3 枚の「書き込みシー
ト」を用意しています。

● それぞれのシートに，
別々の書き込みを保
存することができます。

●シートを重ねて表示す
ることも可能です。

書き込みシート

● 書き込みツール等を表
示します。

　⇒ 5 ページ

どうぐ
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画面の基本構成 ③

● 聞きたい文をクリックすると音声が再生されます。
● 読み上げの範囲や速度，文と文の間隔の有無を選択できます。
●「読むこと」の教材の本文は，朗読音声が再生されます。
● その他の文は，機械音声が再生されます。

きく
● 教科書紙面の振り仮名（総ルビ）表示やハイライト（強調）

表示，色の反転など，「読みやすさ」や「見やすさ」等に応
じた設定ができます。

サポート

機械音声は，Windows版専用ブラウザ・iPad版専用
ブラウザでのみ再生できます。

※注意事項※

▲ 振り仮名

▲ ハイライト

▲ 色の反転

● 	   ボタン，　 ボタンを押すと，画面全体の表示を拡大・縮 
小できます。

● 	　 を押すと，拡大したい箇所を，ドラッグで範囲指定して，
拡大できます。

●「もどす」を押すと，拡大・縮小した表示を，等倍（100%）
表示に戻せます。

おおきく
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画面の基本構成 ④

同じデジタル教科書・教材をブラウザの複数のタブで開くと，
成果物が正しく保存されません。一つのブラウザにつき，同じ
デジタル教科書・教材は一つだけ開いてご使用ください。

※注意事項※

●フリーハンドで線や文字を書き込むことができます。
ペン

●「ふせん」「ふきだし」「テキストボックス」が貼り付けられます。
● テキスト入力も，ペンツールなどでの書き込みも可能です。

ふせん

● スタンプを押す 
ことができます。

スタンプ

● 範囲を指定して枠で囲ったり， 
塗りつぶしたりできます。

わく

● 直線を書き込むことができます。
● 教科書画面では，文字にぴったりと線を引く機能が使えます。

せん

色の選択

透明・不透明の選択

太さの選択

文字にぴったりと線を引く機能
色の選択

透明・不透明の選択

太さの選択

大きさの選択

種類の選択

種類の選択

色の選択 形の選択

透明・不透明の選択
塗りつぶす色の選択 囲む色の選択
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本文（リフロー画面） 挿絵

● 本文を拡大して表示します。
ほんぶん

● 挿絵のみを大きく表示することができます。
さしえ

・�本文（リフロー画面）は，「読むこと」等の一部教材に収録
しています。
・�設定の変更は収録されている全ての本文（リフロー画面）
に共通して適用されます。
・�本文（リフロー画面）をピンチアウトで拡大表示した際，
どうぐツールで行った書き込み等は拡大されません。

※注意事項※

● 読みやすくなるように，文字の大き
さや背景の色などを変更すること
ができます。

● 複数枚の挿絵を並べて表示する
ことができます。

▲ 挿絵一覧
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マイ黒板

● 教科書画面の本文をなぞると，右の黒板のスペースに短冊状になって表示されます。
● 短冊は，動かしたり，色や大きさを変えたりすることができます。
● 黒板の枚数は，全部で 10 枚あります。
● 黒板のスペースは，　 で大きく広げることができます。

マイ黒板は，「読むこと」等の一部教材に収録しています。
※注意事項※

活用の例
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ワーク

● 興味・関心を高める動画や写真の資料
を多数収録しています。⇒ 10 ページ

資料
● 教材に即したさまざまな形式のワーク

を収録しています。⇒ 9 ページ～

ワーク

● 各コンテンツの使い方の動画等を掲載した
ウェブサイトにアクセスします。
※端末がインターネットに接続されている場合のみ。

使い方

●「新出漢字」や「慣用句」「歴
史的仮名遣い」等のフラッ
シュカードに挑戦できます。

　⇒ 12 ページ

フラッシュカード

● 学習活動中によく使う言葉
をまとめたヒント集です。場
面に応じたぴったりの言葉
が見つけられます。

ひらめき言葉ボックス

▲ ワーク一覧画面
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ワーク　読むこと ①

● 登場人物の関係性を図式化して確
かめるワークです。�（一部の教材に収録）

人物相関図
文学的な文章・古典

● キーワードを隠して，本文の大体
の内容を確かめるワークです。

� 印刷用ワークシート※注・解答PDF付き

大体の内容を捉えよう
文学的な文章・説明的な文章

● 紙面から本文等を抜き出して設問
に答え，教材を読み深めるワーク
です。

� 一部の教材のみ印刷用ワークシート※注付き

ワーク黒板
文学的な文章・説明的な文章

● 段落構成を図式化して文章の構成
を確かめるワークです。

文章の構成を確かめよう
説明的な文章

● 出来事を並べて，作品の内容や全
体構成を確かめるワークです。

出来事カード
文学的な文章

● 授業の導入のための動画やワーク
です。主体的な学びを促します。

� （一部の教材に収録）

導入クイズ
説明的な文章

▲ シジュウカラの鳴き声クイズ

ワークシートは編集可能なPowerPointのファイ
ル形式※で収録しています。表示・編集・印刷には
Microsoft PowerPoint等のソフトウェアが必要�
です。このワークシートはChromebookやiPadな
どの一部環境で表示が乱れることがあります。PDF
形式での提供をご希望の際は，お手数ですが表紙に
記載の「デジタル教材お客様窓口」までお問い合わせ
ください。

※�PowerPoint バ ージョン 2101（ビルド 13628.�
20380）で，表示・編集・印刷の確認を行っております。

※注意事項※

● 教材全文を一画面にまとめて表示
するシートです。教材を俯瞰的に
読む力がつきます。

� （古典は一部の教材に収録）印刷用PDF付き

全文表示
文学的な文章・説明的な文章・古典
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ワーク　読むこと ②

● 原文に対応する現代語訳を並べて
表示することができます。

● 教材への興味・関心が高まる動画や写真を多数収録しています。

資料

原文と現代語訳
古典

文学的な文章・説明的な文章・古典

● 暗唱の練習ができるワークです。
レベルごとに自分のペースで取り
組むことができます。

暗唱してみよう
古典

● 教科書掲載作品の他の場面や章段
を収録しました。作品の理解を深
めます。� 一部の教材のみ印刷用PDF付き

他の場面を読んでみよう
古典

▲ 著者インタビュー動画 ▲ 資料動画 ▲ 資料写真
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ワーク　話すこと・聞くこと／書くこと

● 文章を書く活動の前に，書くときの観点を確かめるワークです。
教科書の例を見て，表現の要点を確認できます。

● 当該単元の活動に関連するこれまでの学習を，ポイントを押さ
えながら振り返ることができます。

● ｢話すこと・聞くこと」の活動のモデル動画を収録しています。大切なポ
イントをテロップで示した「解説あり」と，テロップなしの「解説なし」
があります。台本PDF付き

書き方を確かめよう

これまでの学習を生かそう

モデル動画 話すこと・聞くこと 書くこと

話すこと・聞くこと／書くこと

▲ 台本 PDF
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ワーク　文法 フラッシュカード

● めくり方（自動／手動）を選ぶことがで
きます。

● 手動めくりの時は，カードを「覚えた」
と「もう一回」に仕分けます。「もう一回」
に分けたカードは，「見直そう」画面で
確認することができます。

● 何度もチャレンジしたくなるタイム計測
機能付きです。

漢字のフラッシュカード教科書の問題に準拠した「動かす」ワーク

● 文法の用語を当てはめて，学習
事項を確かめるワークです。

　� （1・2年にのみ収録）
� 印刷用ワークシート※注・解答PDF付き

● 文法上の間違いを探すクイズ感
覚のワークです。（1・2年にのみ収録）

� 印刷用ワークシート※注付き

確認しよう ○×クイズ

言葉のフラッシュカード 古典のフラッシュカード

ワークシートは編集可能なPowerPointのファイル形式※で収録しています。表示・編集・印刷には
Microsoft PowerPoint等のソフトウェアが必要です。このワークシートはChromebookやiPadなどの
一部環境で表示が乱れることがあります。PDF形式での提供をご希望の際は，お手数ですが表紙に記載の
「デジタル教材お客様窓口」までお問い合わせください。
※�PowerPoint バージョン 2101（ビルド 13628.20380）で，表示・編集・印刷の確認を行っております。

※注意事項※

● 巻末の「文法」教材では，教科書掲載の問題を動きのあるワークとして収
録しています。印刷用ワークシート※注・解答PDF付き
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▲ 慣用句・
四字熟語

▲ 同音異義語 ▲ 百人一首

▲ 古語

▲ 見直そう画面

▲ 漢字の書き

▲ 漢字の読み
▲ ワークシート

▲ 解答 PDF
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学習の窓一覧（全ての単元から参照できます。） 語彙を豊かに（全ての単元から参照できます。）

● 各領域と「情報の扱い方」の学習のポイントの一覧です。「読み方」や「思
考の方法」などを，視覚的に見渡すことができます。

● 教科書に掲載されている語彙表を，カテゴリー別に参照できるシートです。
● ぴったりの言葉や表現を考える際に活用できます。
● 画面を拡大して，ペンなどで言葉を書き足していくことができます。
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思考ツール（全ての単元から参照できます。）

分析する・吟味する 軸で整理する

活動別ツールセット

比較する・分類する

▲ 思考ツールの一覧画面（2 年）

・�iPadで使用する場合，画
面が白くなったり，ツー
ルが動かなくなったりす
ることがあります。アプ
リを再起動してください。
・�線やカードを消す「ゴミ
箱」ボタンが，離れた位置
に表示されます。押しづ
らい場合は，画面を縮小
するなどして，押しやす
い位置に「ゴミ箱」ボタン
を表示してください。

※注意事項※● 教科書に掲載されている思考ツールをデジタル化しました。
場面や目的に応じたツールを使って課題に取り組んだり，自
分の考えを深めたりできます。

●「討論をする」「紹介文を書く」等の具体的な活動の種類ごとに，使いやす
い思考ツールをセットにしたデジタルワークシートです。


